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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ①の①

(1) ３６９

× ５０２

７３８

１８４５

１８５２３８

(2) ２９０の０を１個と，１８００の０を２個の，合わせて３個の０を取って計算しま

す。

２９×１８＝５２２ で，３個の０をつけ加えて，答えは５２２０００です。

(3) ３９ あまり １２

２２）８７０

６６

２１０

１９８

１２

(4) ４９ あまり ２０ わる数，わられる数の両方から

１２０）５９００ ０をとって計算したあと，あまり

４８ がある場合は０をおろします。

１１０

１０８

２０

(5) ３×（５４－４２÷６）
わり算が先

＝３×（５４－７）
かっこが先

＝３×４７
＝１４１
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

(6) （３８＋１６）÷{２０－（５３－３×１３）}
かけ算が先

＝（３８＋１６）÷{２０－（５３－３９）}
かっこが先

＝（３８＋１６）÷（２０－１４）
かっこが先 かっこが先

＝５４÷６

＝９

(7) □＝１７６÷１６＝１１

(8) □＝１７８－９２＝８６

(9) ９＋□×１１＝９７

９＋ ＝９７ なので， ＝９７－９＝８８

□×１１＝８８ なので，□＝８８÷１１＝８

(10) ６４÷（□＋２）＝４

６４÷ ＝４ なので， ＝６４÷４＝１６

□＋２＝１６ なので，□＝１６－２＝１４
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ①の②

(1) かけ算の順番をかえてもよいので，まず１２５×８＝１０００ とします。

そして，９４７×１０００ を計算します。

９４７×１０００ は，９４７に０を３個つけ加えるだけでよいので，答えは

９４７０００ になります。

(2) ６６×８９＋３４×８９ は，

「１個８９円のものを６６個買ったあと，１個８９円のものを３４個買うと，全部で

何円ですか。」という問題と同じです。

結局，１個８９円のものを，６６＋３４＝１００（個）買ったことになるので，

８９×１００ の計算をすればよいことになります。

８９×１００ は，８９に０を２個つけ加えるだけでよいので，答えは８９００ に

なります。

ステップ①の③

１日に１５問ずつとくので，もし３日なら，１５×３ というかけ算になります。

この問題では，４週間で何問とくかを求める問題でした。

１週間は７日ですから，４週間は ７×４＝２８（日）です。

よって，１日に１５問ずつ，２８日で １５×２８＝４２０（問）をとくことになりま

す。
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ①の④

２５８ページの中に，１８ページが何回入っているかということですから，わり算に

なります。

２５８÷１８＝１４ あまり ６ ですから，１４日読んで，６ページあまります。

あまった６ページを読むのも１日ぶんかかりますから，１４＋１＝１５（日目）に

読み終わります。

ステップ①の⑤

一の位を見ると，イ×８ の計算の一の位が４になっています。

８の段の九九で，一の位が４になるのは，３×８＝２４ と，

８×８＝６４ です。

よってイには，３か８が入ります。

イを３にすると，３×８＝２４で十の位に２くり上がり，

十の位は ３×６＝１８ で，くり上がりの２と合わせて２０です。

十の位は確かに０になっているのでＯＫです。

百の位は，３×ア の計算をして，くり上がりの２と合わせて

４になるのですから，３×ア の計算の一の位は２になる必要があります。

３の段の九九で，一の位が２になるのは，３×４＝１２ だけです。

よって，アは４になり，ウは１になります。

答えは，ア＝４，イ＝３，ウ＝１ です。

ところで，イを８にすると，８×８＝２４で十の位に６くり

上がり，十の位は ８×６＝４８ となって，６くり上がってい

るぶんと合わせて ４８＋６＝５４ となります。

十の位が４になってしまうので，この場合はできません。

ア ６８

イ×

４ ０４ウ

ア ６８

３×

４ ０４ウ

２２

４ ６８

３×

４ ０４１

２２１

ア ６８

８×

４ ０４ウ

６
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ①の⑥

アと５１度の和が，９６度と同じ角度ですから，アは ９６－５１＝４５（度）です。

ステップ①の⑦

右の図のようにアをコピーすることができます。

一直線は１８０度なので，アは １８０－１２４＝５６

（度）になります。

ステップ①の⑧

右の図のかげをつけた角度は，ゼット形なので７４度

です。

●●で７４度ですから，●は，７４÷２＝３７（度）

です。

右の図の★は，ゼット形なので●と同じく３７度です。

一直線は１８０度なので，アは １８０－３７＝１４３

（度）になります。

ア

124°
ア

74° ア

●
●

★74° ア

●
●
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ①の⑨

右のような線分図になります。

しげお君を６個増やせば，合計は ２８＋６＝３４

（個）になり，ひでき君２人ぶんになります。

よって，ひでき君が持っている個数は，

３４÷２＝１７（個）です。

ステップ①の⑩

平均は，合計÷個数（この問題の場合は回数）で求めます。

合計は，６３＋９５＝１５８（点）ですから，２回の平均点は，

１５８÷２＝７９（点）です。

ひでき

しげお

28

6

ひでき

しげお

28

6

6

34
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ②の 1

持っていったお金は，

「１個１２０円のモモ３個と１個７５円のナシ８個をちょうど買うことができる」お金

です。

１個１２０円のモモ３個で，１２０×３＝３６０（円）です。

１個７５円のナシ８個で，７５×８＝６００（円）です。

よって，持っていったお金は，３６０＋６００＝９６０（円）です。

この９６０円で，１個８５円のカキをできるだけたくさん買います。

９６０円の中に，８５円が何個入っているかということですから，わり算です。

９６０÷８５＝１１ あまり ２５ ですから，１１個買えて，２５円あまります。

あまりの２５円でカキは買えないので，カキを１１個まで買うことができます。

ステップ②の 2

平均は，合計を個数（この問題の場合は科目数）でわったものです。

３教科の平均点が８３点なので，３教科の合計点は，８３×３＝２４９（点）です。

算数は７１点，理科は９２点ですから，国語は，２４９－（７１＋９２）＝８６（点）

になります。
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ②の 3

一直線は１８０度なので，右の図の〇の角度は，

１８０－１４０＝４０（度）です。

右の図の●は４８度をコピーしたものなので４８度。

★は４０度をコピーしたものなので４０度。

よってアの角度は，４８＋４０＝８８（度）です。

ステップ②の 4

イの角度を，右の図のようにうつしてもＯＫです。

一直線は１８０度ですから，アとイとウの合計も

１８０度です。

アは５５度であると問題に書いてあったので，

イとウの合計は，１８０－５５＝１２５（度）です。

つまり，イとウの和は１２５度で，イはウより

６５度大きいのですから，右のような線分図にな

ります。

イを求めるために，ウを６５度増やします。

イ２本ぶんが，１２５＋６５＝１９０（度）に

なりますから，イは １９０÷２＝９５（度）です。

○

48°

ア

140°

40°

★
●

48°

ア

140°

ウア
イ

イ

ウ

125

65

イ

ウ

125

65

65

190
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ②の 5

(1) イ×ア９＝２ １ です。この計算の一の位だけを見ると，

イ×９の一の位が１になる必要があります。

９の段の九九で一の位が１になるのは，９×９＝８１ のみです。

よって，イが９であることがわかりました。

アが１だと，９×１９＝１７１，

アが２だと，９×２９＝２６１，

アが３だと，９×３９＝３５１，…となりますから，

イ×ア９＝２ １ となるのは，アが２の場合に限ります。

次に，ウ×２９＝□７ のところを見ます。この計算の一の位だ

けを見ると，ウ×９の一の位が７になる必要があります。

９の段の九九で一の位が７になるのは，３×９＝２７ のみです。

よって，ウが３であることがわかり，右の図のように，すべて

の数を入れることができます。

答えは，ア＝２，イ＝９，ウ＝３ です。

(2) 右の図のようにＡ，Ｂとすると，Ａ×キ＝ ７，Ｂ×キ＝ ３

です。

ところで，かけ算の九九で，九九の答えが ７， ３となるよ

うな計算は，

３×９＝２７，９×３＝２７，７×９＝６３，９×７＝６３

しかありません。

キが共通しているので，キは９になり，Ａは３，Ｂは７であることがわかります。

エオカ÷キ＝ＡＢ あまり ６ なので，

エオカ＝ＡＢ×キ＋６＝３７×９＋６＝３３３＋６＝３３９ です。

答えは，エ＝３，オ＝３，カ＝９，キ＝９ です。

ア ９

イ ウ

７

１２

×

２ ７

２ ９

９ ウ

７

１２

×

２ ７

６

２ ９

９ ３

７

１２

×

２ ７

６

８

９６

キ カオエ

７

３

６

ＢＡ
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ステップ②の 6

(1) ゆうかさんは２０００円を持って買い物に行きました。

残りのお金を３５０円にするのですから，使うお金は ２０００－３５０＝１６５０

（円）です。

１本６０円のえんぴつは８本買うので，６０×８＝４８０（円）です。

よって，ボールペンに使ったお金は，１６５０－４８０＝１１７０（円）です。

ボールペン１本は９０円ですから，ボールペンを １１７０÷９０＝１３（本）買っ

たことになります。

(2) 右の図のように，えんぴつを３本多くなるように

して，なるべく多く買うようにします。

えんぴつ１本は６０円なので，えんぴつ３本では，

６０×３＝１８０（円）です。

よって，えんぴつ３本をなくせば，

２０００－１８０＝１８２０（円）以下で，なるべ

く多く買う，ということになります。

えんぴつ１本は６０円，ボールペン１本は９０円

ですから，「えんぴつ１本とボールペン１本で１組」

にすると，１組の値段は，６０＋９０＝１５０（円）

です。

１８２０円の中に１５０円が何回入っているかという，わり算になります。

１８２０÷１５０＝１２ あまり ２０ ですから，１２組買えて，２０円あまります。

よって，残りのお金は最も少なくて２０円であることがわかりました。

え

ボ

え

ボ

え

ボ

…

…

え

ボ

え え え
３本多い

2000円以下

え

ボ

え

ボ

え

ボ

…

…

え

ボ

え え え

1820円以下

え

ボ

え

ボ

え

ボ

…

…

え

ボ

え え え

1820円以下

150 150 150 150…
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ステップ②の 7

(1) 問題には，「はやと君は，てつや君とけんじ君の合計よりも７まい少ない」とあり

ました。

このような問題のときは，はやと君，てつや

君，けんじ君の３人にした線分図ではなく，

「はやと君」と「てつや君とけんじ君」の２本

にした線分図を書きましょう。

「は」は「てけ」よりも７まい少なく，「は」

と「てけ」を合わせると，は，て，けの合計に

なりますから，４７まいです。

よって右のような線分図になります。

はやと君は，（４７－７）÷２＝２０（まい）になります。

(2) (1)で，はやと君は２０まいであることがわかりました。

「てけ」は「は」よりも７まい多いので，２０＋７＝２７（まい）です。

つまり，「て」と「け」合わせて２７まいです。

また，「て」は「け」より３まい多く持ってい

ますから，右のような線分図になります。

よって，けんじ君は （２７－３）÷２＝１２（まい）になります。

は

てけ

は

てけ

47

7

け

27

3て



- 13 -

演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ③の 1

(1) 子どもが７８人入園すると，子ども１人は１５０円ですから，

１５０×７８＝１１７００（円）です。

入園料の合計は２１９００円ですから，大人の入園料は，

２１９００－１１７００＝１０２００（円）です。

大人１人は２００円ですから，大人は １０２００÷２００＝５１（人）入園したこ

とになります。

(2) 子どもが３０人ぴったりの場合は，入園料が１人１２０円になるので，入園料の

合計は １２０×３０＝３６００（円）です。

もし，子どもが２９人だったとすると，団体とはみとめられないので，入園料は１

人１５０円です。２９人で，１５０×２９＝４３５０（円）です。

３０人の場合は３６００円，２９人の場合は４３５０円ですから，３０人の場合よ

りも，２９人の場合の方が高いことになってしまいます。

よって，子どもが２９人しかいない場合は，３０人いるとして団体で入園した方が

安くなります。

子どもが２８人の場合でも，１人１５０円ですから，１５０×２８＝４２００（円）

になり，３０人の場合よりも高くなってしまうので，３０人いるとして団体で入園し

た方が安くなります。

この問題は，３０人いるとして団体で入園した方が安くなるような，最も少ない人

数を求める問題です。

３０人の場合は３６００円です。

団体でない場合は，１人１５０円ですから，３６００円になるのは，

３６００÷１５０＝２４（人）の場合です。

つまり，子どもが２４人の場合は，３０人いるとして団体として入園した場合は

３６００円，団体として入園しない場合も３６００円で，まったく同じ金額になり，

団体として入園しても，団体として入園しなくても，変わりがないことになります。

団体として入園した方が安くなるのは，２９人から２５人までです。

最も少ない人数を答える問題ですから，答えは２５人になります。
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ステップ③の 2

(1) 右の図の点線のような，あ，いと平行な

線を引きます。

右の図の●は３６度をコピーしたもので，

★は４２度をコピーしたものです。

一直線は１８０度ですから，アの角度は，

１８０－（３６＋４２）＝１０２（度）に

なります。

(2) 右の図の点線のような，う，えと平行な

線を引きます。

アは(1)で求めた通り１０２度なので，右

の図の●は １８０－１０２＝７８（度）です。

右の図の★は，１８０－１３０＝５０（度）

です。

●をコピーしたのが○で，★をコピーしたの

が☆です。

したがってイは，○＋☆＝７８＋５０＝１２８

（度）になります。

★
●

42°

36°

ア
イ

130°

あ

い

★

☆

●

○

42°

36°

ア

イ

130°
う

え
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演習問題集４上第５回 くわしい解説

ステップ③の 3

(1) 問題文に，

「もし，なつきさんがあきと君に折り紙を６まいわたすと，なつきさんとあきと君

が持っている折り紙のまい数は同じになる」と書いてありました。

もし，なつきさんがあきと君に折り紙を６まい

わたすと，なつきさんは６まいへって，あきと君

は６まい増えます。

その結果，なつきさんとあきと君は同じまい数

になるのですから，なつきさんはあきと君よりも，

６＋６＝１２（まい）多く持っていたことになり

ます。

右の図のようになっていることが，わかりまし

た。

また，問題文には「はるま君はなつきさんよ

り９まい多い」と書いてありました。

よって，はるま君はあきと君よりも，

１２＋９＝２１（まい）多く持っています。
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(2) (1)で，右の図のようになっていることがわかりま

した。

右の図のように，同じ長さの部分を★とすると，

はるま … ★＋２１

なつき … ★＋１２ となります。

あきと … ★

ところで，問題文には，

「はるま君とあきと君の合計は，なつきさんとふゆみさんの合計よりも７まい少ない」

と書いてありました。

はるま君は ★＋２１，あきと君は ★ ですから，はるま君とあきと君の合計は，

★＋２１＋★ です。整理して，★★＋２１ です。

はるま君とあきと君の合計よりも，なつきさんとふゆみさんの合計の方が７まい多

いのですから，なつきさんとふゆみさんの合計は，★★＋２１＋７ です。整理して，

★★＋２８ です。

ところで，なつきさんが持っているのは，★＋１２ です。

よって，ふゆみさんが持っているのは，（★★＋２８）－（★＋１２）＝★＋１６

になります。

はるま … ★＋２１

なつき … ★＋１２ となります。さらに問題文には，

あきと … ★ 「はるま君，あきと君，ふゆみさんの合計は１３０まい」

ふゆみ … ★＋１６ と書いてありました。

つまり，★＋２１＋ ★ ＋★＋１６ が，１３０まいです。
はるま君 あきと君 ふゆみさん

整理して，★★★＋３７＝１３０ です。

よって，★★★は，１３０－３７＝９３（まい）で，★は，９３÷３＝３１（まい）

ですから，なつきさんは，★＋１２＝３１＋１２＝４３（まい）になります。
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ステップ③の 4

(1) 右の図のマルでかこった部分を見ると，エ－オ＝エ に

なっています。

よって，オは０です。

また，カ×アア＝イイ０ です。

かけ算の結果，一の位が０になるためには，

カかアのどちらかが５でなければなりません。

同じようにして，イ×アア＝エエ０ ですから，

イかアのどちらかが５でなければなりません。

よって，アが５になります。

０を表しているのはオで，５を表しているのはア

であることがわかりました。

(2) カ×５５＝イイ０ で，一の位が０になっています

から，カは２か４のどちらかです。

また，イ×５５＝エエ０ も，一の位が０になっています

から，イも２か４のどちらかです。

つまり，カは２でイは４か，または，カは４でイは２かの，どちらかです。

ということは，残った記号であるウとエは，１か３かのどちらかになります。

ところで，右のマルでかこった部分を見ると，

ウ－イ＝エ であることがわかります。

この式の，ウとエは１か３ですから，ウが３で

エが１になり，よってイは２になることがわかります。

イが２なら，カが４になります。

以上のことから，１，２，３，４を表しているのは，

それぞれエ，イ，ウ，カであることがわかりました。
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